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論　文　の　内　容　の　要　旨

　本研究は，生産計画管理情報システムの新しいアーキテクチャとして APPCSを提案するものである。

　APPCSでは，現代の統合基幹情報システムで実現されている生産計画システムと同じ詳細さの製造デー

タを用いることで，机上のスケジューリングではない現実的な生産計画を実現する。その際に，生産スケ

ジュールの作成と製造能力の調整を同時に行って，実施可能な計画を計算できる。さらに，実際には頻発す

る顧客やサプライヤからの予定変更の予告情報を用いて，即時的に再スケジュールを行い，合理的で実施可

能な再計画を行う。このような変更には，納期と数量の変更があるほか，変更告知のタイミングによってさ

まざまな発注済みの生産手配からうまれる仕掛品が発生する。本研究で提案するスケジュールと管理の仕組

みを用いることで，それらの不確実性を合理的に扱って生産計画を更新していくことが可能となった。

　さらに，提案したアーキテクチャを使い，従来の生産計画手法で広く使われてきた安全リードタイムや安

全在庫の特徴を変更告知の環境下でシミュレーションによって調べ，安全リードタイムの優位性を示唆して

いる。また，APPCSのソフトウエア構造を，統一的モデル化技法である UMLによって明示的にモデル化し，

生産計画管理システムの研究の今後の発展の基礎を与えている。

　APPCSではスケジュールの実施可能性を保証するほかに，作業時間の短縮化や納期遵守程度などのいく

つかの特性の向上が望ましい。そのため，研究の後半では，最適的な生産スケジュールの作成のために，遺

伝的アルゴリズムを用いる方法を提案している。本研究で対象とする問題は伝統的なジョブショップスケ

ジュールよりは考慮すべき制約が多いので，スケジューリング問題を遺伝子で表現するために従来研究では

見られなかった新たな方法を開発した。さらに需要ごとに交差する方法をあみ出した。また，選択において

は一世代の多様性を保つための既存研究である最小世代ギャップ法を用いている。性能評価のための数値実

験と，適用限界を推定するための数値実験を行って，提案した遺伝的アルゴリズムの特徴を示している。
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審　査　の　結　果　の　要　旨

　本研究では，生産スケジューリングが変化に有効に対処し，かつ現実的であるためにさけられない複雑さ

を扱う工夫を生み出した。またスケジューリング問題を遺伝子で表現するための独自の方法を提案するなど，

博士として十分な学問的な貢献を行なっている。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

 




